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新緑の季節ですね。天気の良い日が続くと、外に出て体を動かしたくなります。今年の

個人的な目標は「山に登る」こと。まずは学生時代ぶりの南蔵王縦走コースにチャレンジ

するため、なまった体を鍛えたいと思います…。（北川）
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松田室長の自転車日記

蔵王ジオパーク構想のロゴマークが決定しました！

詳しくは中面へ ▶

蔵王ジオパーク推進協議会だより Vol. 10（2024年5月31日発行）

松川サイクリングロード

一目千本桜花パーク蔵王

◀紹介した場所は

こちら！

4月、新年度から新たに自転車をはじめた同僚2人とともに、

桜が満開に咲き誇る町内を巡ってみたのでご紹介します。

最初に訪れた場所は、遠刈田地区の「松川サイクリングロー

ド」。松川と残雪の蔵王連峰が非常に見ごたえのある場所です。

暖かくなってきて、多くの観光客が行き交う姿が見られました。

里へ下りて円田盆地を一望できる北境の「花パーク蔵王」へ。

ここは桜とともに円田盆地の全景を望める場所です。クリスマ

スの電飾は町内屈指の鮮やかさを誇るので、その時期もおすす

めです。たまたま散策に来ていたご家族から「この坂を、よく

自転車で登ったね！」と声を掛けていただきました。

筆者の中で、幼少期から印象深い桜の名所といえば円田小学

校です。卒業してから40年程経過していますが、あの頃の思

い出のまま、変わらないのが良いですね。

最後に大河原町の一目千本桜へ。この場所の見応えは圧巻！

ちなみに夜桜も鑑賞しました。

今回紹介した松川サイクリングロードや花パーク蔵王は、ど

の季節でも素敵な景色を楽しむことができます。本格的な夏を

前に、サイクリングやお散歩に出かけてはいかがでしょうか。



ジオパークに関連した地域の活動をご紹介！蔵王ジオパーク構想のロゴマークが決定しました！

左の青の部分は青麻山、右の黄色の部分は秋の円田盆地をイメー

ジした配色にしました。御釜の凹みの赤い部分は火山、３色の部分

は御釜が出来上がるまでを層でイメージしました。ピンクの部分は

駒草や桜をイメージし、自然を表現しました。青と黄色が重なって

いる部分は地域を支え、自然を守る手を表しています。

大賞（ロゴマーク採用）作品紹介

川崎望 様（茨城県古河市）の作品

優秀賞2作品

菅野 薫 様（山形県山辺町）
鈴木 瑛里子 様

（東京都小平市）

賞状授与 川崎様より作品の解説とコメント 発表会に参加された方々との記念撮影

5/17（金）に、蔵王ジオパーク構想ロゴマーク発表会を開催し、公募と

投票によって決定したロゴマークをお披露目しました！発表会には、作者の

川崎望様をお招きし、賞状と記念品の授与を行いました。

川崎様は、茨城県古河市にお住まいで、フリーのイラストレーターとして

活躍されています。受賞に際して「今までイラストなどを描いてきて、ロゴ

マークコンテストに応募させていただいたのは初めて。努力が報われたよう

で本当に嬉しい。この経験が自信に繋がったので、これからも色々な事に挑

戦していきたい」と語りました。

ロゴマークは今後、解説板やパンフレットなど様々な場面で使用します。

公募や投票にご参加くださったみなさま、ありがとうございました。

決定までの経緯

1月12日～2月19日

公募期間 応募総数329作品

協議会で選考を実施

3作品まで選定

3月1日～3月17日

投票期間 投票総数966票

ロゴマーク決定！

蔵王高校 ジオ・ウォークラリー

5/2(木)、蔵王高校のクラブ・ジオパークの活動のひとつ「ジオウォークラ

リー」が開催されました。100名あまりの蔵王高校全校生徒が、ございんホー

ルから遠刈田地区の蔵王刈田嶺神社里宮まで、約9kmを歩きました。

ウォークラリーは、今後ジオツアーを組み立てていく生徒たちが地域を学ぶ

ための校外学習。普段何気なく見ている景色を、ガイドさんの解説とともに歩

くことで、新たな発見や魅力の再確認ができたようです。

第1回「蔵王の案内人」おもてなし座談会

4/24（水）、地域で活動するガイド団体を対象とした座談会を初めて開催

し、6団体17名にご参加いただきました。今回の座談会は、団体間の横のつな

がりを深め、蔵王ジオパーク構想としてできる「おもてなし」を考えるために

開催しました。団体の悩みや、これからの目標などをグループワークでお話し

ていただく中で「これってすぐできるんじゃない？」ということも見つかり、

ガイドのみなさんのパワーを感じる座談会になりました！

ございんホール1階でジオパークの展示が始まりました

ございんホール1階の展示室で、蔵王ジオパーク構想の展示が始まりました。

蔵王ジオパーク構想の見どころを紹介したパネルや映像をご覧いただけます。

お近くに御用の際はぜひお立ち寄りください。

【場 所】蔵王町ふるさと文化会館（ございんホール）1階 展示室

【開館時間】9:00～17:00（月曜休館）

【問合せ先】展示に関するお問い合わせはジオパーク推進室（裏面）へ

それほど高くはありませんが、堂々とした佇まいの青麻山。約40万

年前、10万年以内の比較的短期間で形成されたと考えられており、山

頂やあけら山のピークは活動の後期に粘り気の強い溶岩が冷え固まって

できた溶岩ドームです。東北日本の火山は、日本列島を縦断する背骨の

ような山脈上に位置しており、地域西部の蔵王山もそのひとつです。し

かし、青麻山のように、その山脈より東側に形成された火山もあり、こ

れらは「⻘⿇-恐⽕⼭列」と名付けられています。

下段の写真は青麻ｰ恐火山列に属する恐山火山の一峰・釜臥山。山頂

の溶岩ドームや裾野の雰囲気が、青麻山に少し似ている気がしませんか。

とんがり山から望む青麻山

陸奥湾から望む釜臥山

あおそ おそれ

かまふせやま


